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平成２３年５月臨時会会議録 

 

 

平成２３年５月１７日 火曜日 午前１０時００分開会 

蒲  生  光  男  議 長   安  部     隆  副議長 

 

出 席 議 員 （１６名） 

 

  １番  赤  間    広  議員    ２番  梅  津  善  之  議員 

  ３番  江  口  忠  博  議員    ４番  今  泉  春  江  議員 

  ５番  小  関  秀  一  議員    ６番  竹  田  博  一  議員 

  ７番  我  妻     昇  議員    ８番  大 道 寺     信  議員 

  ９番  町  田  義  昭  議員   １０番  佐 々 木  謙  二  議員 

 １１番  安  部     隆  議員   １２番  渋  谷  佐  輔  議員 

 １３番  髙  橋  孝  夫  議員   １４番  大  沼     久  議員 

 １５番  小  関  勝  助  議員   １６番  蒲  生  光  男  議員 

 

欠 席 議 員 （０名） 

 

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

 内 谷 重 治  市 長       新 野   潔  副 市 長 

          総務課長兼選挙管 

 飯 澤 常 雄  理委員会事務局長       平   英 一  財 政 課 長 

 遠 藤 健 司  企 画 調 整 課 長       松 木 英 司  税 務 課 長 

 宇津木 正 紀  市 民 課 長       松 木 幸 嗣  健 康 課 長 

 小 泉 良 一  福祉生活あんしん課長       種 村 正 一  子 育 て 支 援 課 長 

 梅 津 和 士  市民相談センター所長       大 滝 昌 利  教 育 長 

 那 須 宗 一  農 林 課 長       齋 藤 理喜夫  商 工 振 興 課 長 

 平   正 行  観 光 振 興 課 長       松 木   茂  建 設 課 長 

 浅 野 敏 明  まち・住まい整備課長       鈴 木 要一郎  上 下 水 道 課 長 

 鈴 木 一 則  管 理 課 長       中 井   晃  文化生涯学習課長 

 佐 藤 孝 博  生涯スポーツ課長       髙 橋   徹  勤労センター所長 

 

 

 



 

―２― 

＋ 

＋

＋

＋

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

 松 本   弘  議 会 事 務 局 長       寒河江 新 一  補 佐 

 鈴 木 和 夫  議 事 調 査 係 長       髙 橋 由 美  主 任 

 

議 事 日 程 

平成２３年５月１７日 火曜日 午前１０時００分開会 

 

 日程第 １ 仮議席の指定 

 日程第 ２ 議長の選挙 

 日程第 ３ 議席の指定 

 日程第 ４ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ５ 会期の決定 

 日程第 ６ 副議長の選挙 

 日程第 ７ 常任委員会委員の選任について 

 日程第 ８ 議会運営委員会委員の選任について 

 日程第 ９ 報告第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度長井市一 

              般会計補正予算第１号）       （質疑、討論、表決） 

 日程第１０ 議案第４９号 長井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい 

              て                    （  〃  ） 

 日程第１１ 議案第５０号 平成２３年度長井市一般会計補正予算第２号 （  〃  ） 

 日程第１２ 議案第５１号 長井市監査委員の選任について         （表 決） 

 日程第１３ 置賜広域行政事務組合議会議員の選任について 

 日程第１４ 西置賜行政組合議会議員の選挙 

 日程第１５ 置賜広域病院組合議会議員の選挙 

 

本日の会議に付した事件 

 

  議事日程に同じ 
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 臨時議長の紹介 

 

 

○松本 弘議会事務局長 おはようございます。

議会事務局長の松本でございます。 

 本臨時会は、一般選挙後の最初の議会でござ

います。議長が選出されるまでの間、地方自治

法第107条の規定によりまして年長議員が臨時

議長の職務を行うことになっております。 

 出席議員中、渋谷佐輔議員が年長の議員であ

りますので、渋谷佐輔議員に臨時議長の職務を

お願い申し上げます。 

 渋谷佐輔議員、議長席にご着席ください。 

（渋谷佐輔議員議長席に着席） 

○渋谷佐輔臨時議長 おはようございます。 

 ただいまご紹介をいただきました渋谷佐輔で

ございます。 

 地方自治法第107条の規定により、臨時議長

の職務を行います。よろしくお願いします。 

 

 

   開     会 

 

 

○渋谷佐輔臨時議長 ただいまから平成23年第３

回市議会臨時会を開会いたします。 

 

 

   開     議 

 

 

○渋谷佐輔臨時議長 本日の会議に、欠席の通告

議員はございません。よって、ただいまの出席

議員は定足数に達しております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程を

もって進めます。 

 ここで、本日の本会議運営について、臨時議

会運営委員会の報告を求めます。 

 髙橋孝夫臨時議会運営委員長。 

  （髙橋孝夫臨時議会運営委員長登壇） 

○髙橋孝夫臨時議会運営委員長 おはようござい

ます。 

 本日の本会議運営について、本日９時から臨

時議会運営委員会を開催をし協議をいたしまし

たので、その結果をご報告をいたします。 

 まず、日程第１、仮議席の指定でありますが、

臨時議長から仮議席を指定をしていただきます。 

 次に、日程第２、議長の選挙を行います。 

 議長の選挙の後に、日程第３、議席の指定で

ありますが、会議規則第４条第１項の規定によ

り、議長から議席を指定していただきます。 

 次に、日程第４、会議録署名議員の指名につ

いては、会議規則第81条の規定により、議長か

ら３名の議事録署名議員を指名していただきま

す。 

 次に、日程第５、会期の決定については、本

臨時会の会期を本日１日とすることについて議

長から諮っていただきます。 

 次に、日程第６、副議長の選挙を行います。 

 次に、日程第７、常任委員会委員の選任につ

いて及び日程第８、議会運営委員会委員の選任

については、会派代表者会で内定をした結果に

基づいて、委員会条例第８条第１項の規定によ

り議長から各委員を指名していただきます。各

委員の選任の後、会議を休憩し、各委員会の正

副委員長を互選をしていただき、会議再開後に

議長から各正副委員長互選の結果を報告をして

いただきます。 

 次に、日程第９、報告第２号 専決処分の承

認を求めることについて、平成23年度長井市一

般会計補正予算第１号の１件を議題といたしま

して、市長から提案説明を受け、質疑、討論、

表決を行っていただきます。 

 次に、議長から委員会付託を省略し、全員に
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よる審議を諮っていただき、決定の後、日程第

10、議案第49号 長井市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例の制定について及び日程第

11、議案第50号 平成23年度長井市一般会計補

正予算第２号の２件を一括議題といたしまして、

市長からは提案説明を、所管課長からは概要説

明を受け、１件ごとに質疑、討論、表決を行っ

ていただきます。 

 次に、日程第12、議案第51号 長井市監査委

員の選任についての１件について市長から提案

説明を受け、本案は人事案件でありますので申

し合わせにのっとり質疑と討論を省略をし、直

ちに表決を行っていただきます。 

 次に、日程第13、置賜広域行政事務組合議会

議員の選任についてから日程第15、置賜広域病

院組合議会議員の選挙までについては１件ごと

に選挙を行っていただきます。 

 以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願いを申し上げ、報告といたします。 

○渋谷佐輔臨時議長 それでは、直ちに本日の会

議に入ります。 

 

 

 日程第１ 仮議席の指定 

 

 

○渋谷佐輔臨時議長 日程第１、仮議席の指定

であります。 

 仮議席は、ただいま着席の議席を指定いたし

ます。 

 

 

 日程第２ 議長の選挙 

 

 

○渋谷佐輔臨時議長 次に、日程第２、議長の選

挙を行います。 

 14番、髙橋孝夫議員。 

○１４番 髙橋孝夫議員 この際、動議を提出を

いたします。 

 議長の選挙の方法につきましては、地方自治

法第118条第２項の規定により指名推選の方法

で行い、指名者を私にさせていただきたいと思

いますので、お諮りをお願いいたします。 

（「賛成」の声あり） 

○渋谷佐輔臨時議長 ただいま髙橋孝夫議員から、

議長の選挙の方法については指名推選によるこ

ととし、髙橋孝夫議員を指名者とすることにつ

いて動議が提出されました。 

 所定の賛成者がありますので、動議は成立い

たしました。 

 本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。本動議のとおり決するに

ご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔臨時議長 ご異議なしと認めます。よ

って、議長の選挙の方法は指名推選とし、髙橋

孝夫議員を指名者とすることの動議は可決され

ました。 

 14番、髙橋孝夫議員。 

○１４番 髙橋孝夫議員 議長には、蒲生光男議

員を最適任と認め、ご指名をいたします。 

○渋谷佐輔臨時議長 ただいま髙橋孝夫議員から、

蒲生光男議員を議長にとの指名がありましたが、

蒲生光男議員を議長の当選人と定めることにご

異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔臨時議長 ご異議なしと認めます。よ

って、蒲生光男議員が議長に当選されました。 

 当選されました蒲生光男議員が議場におられ

ますので、本席から会議規則第32条第２項の規

定により告知いたします。 

 以上で臨時議長の職務は終わりました。 

 ここで議長と交代いたします。ご協力ありが

とうございました。 
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 議長就任のあいさつ 

 

 

  （蒲生光男議長登壇） 

○蒲生光男議長 ただいまは議長という重責を担

わせていただくことになりまして、ご推挙を賜

りました議会の皆様方に心から御礼と感謝を申

し上げたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 既に前任期において議会の議員の皆様方の議

会活性化に向けた意向を調査してございますの

で、それらを踏まえ、議会活性化に向けさらに

大きく一歩を踏み出してまいりたい、このよう

に考えております。 

 具体的には、議会報告会の開催あるいは６月

議会を提案議会と位置づけて、自由濶達なご質

疑を賜りますようにお願いを申し上げたいとい

うふうに考えているところでございます。 

 間もなく開会されます６月定例議会に向けて

は、このたび５名の新人議員が当選をされ、自

由濶達な、しかも新人議員として政治理念や思

いや、あるいはまた目標などについて大いに議

論を交わしていただきたい、このように考えて

おります。 

 さきの３月11日の東北地方太平洋沖地震にお

いては１万5,000人を超える死者を出し、いま

だ１万人に上る行方不明者がございます。さら

には、12万人に上る避難者の生活に対しまして

は本当に心を痛めておりますし、一日も早い復

興とご冥福をお祈りする次第でございます。 

 長井市の防災計画についても、ここへ来て見

直しをしなければいけないのではないかという

議論もございますが、ぜひそういう観点から、

長井市の安心安全のまちづくりに向けたご提案

をいただければ幸いというふうに考えておりま

す。 

 私も一生懸命努力をしてまいりますので、議

会の皆様方及び当局の皆様方のお力添えを賜り

ますように心からお願いを申し上げ、ごあいさ

つと御礼にかえさせていただきます。このたび

はどうもありがとうございました。 

 

 

 日程第３ 議席の指定 

 

 

○蒲生光男議長  それでは、会議を続行いたし

ます。 

 日程第３、議席の指定であります。 

 議席は、会議規則第４条第１項の規定により、

議長において指定いたします。 

 議席番号と氏名を事務局長に朗読させます。 

○松本 弘議会事務局長 それでは、朗読いたし

ます。 

 １番 赤 間  広 議員 

 ２番 梅 津 善 之 議員 

 ３番 江 口 忠 博 議員 

 ４番 今 泉 春 江 議員 

 ５番 小 関 秀 一 議員 

 ６番 竹 田 博 一 議員 

 ７番 我 妻   昇 議員 

 ８番 大道寺   信 議員 

 ９番 町 田 義 昭 議員 

 10番 佐々木 謙 二 議員 

 11番 安 部   隆 議員 

 12番 渋 谷 佐 輔 議員 

 13番 髙 橋 孝 夫 議員 

 14番 大 沼   久 議員 

 15番 小 関 勝 助 議員 

 16番 蒲 生 光 男 議員 

 以上でございます。 

○蒲生光男議長 新しい議席への移動をお願いい

たします。 
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 日程第４ 会議録署名議員の指名 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第４、会議録署名議

員の指名であります。会議規則第81条の規定に

より、ご指名いたします。 

 １番 赤 間  広 議員 

 ２番 梅 津 善 之 議員 

 ３番 江 口 忠 博 議員 

 以上、３名の方にお願いをいたします。 

 

 

 日程第５ 会期の決定 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第５、会期の決定で

あります。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日

１日といたしたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第６ 副議長の選挙 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第６、副議長の選挙

を行います。 

 13番、髙橋孝夫議員。 

○１３番 髙橋孝夫議員 この際、動議を提出を

いたします。 

 副議長の選挙の方法につきましては、地方自

治法第118条第２項の規定により指名推選の方

法で行い、指名者を私にさせていただきたいと

思いますので、お諮りをお願いをいたします。 

（「賛成」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ただいま髙橋孝夫議員から、副

議長の選挙の方法については指名推選によるこ

ととし、髙橋孝夫議員を指名者とすることにつ

いて動議が提出されました。 

 所定の賛成者がありますので、動議は成立い

たしました。 

 本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。本動議のとおり決するに

ご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

副議長の選挙の方法は指名推選とし、髙橋孝夫

議員を指名者とすることの動議は可決されまし

た。 

 13番、髙橋孝夫議員。 

○１３番 髙橋孝夫議員 副議長には、安部 隆

議員を最適任と認め、ご指名をいたします。 

○蒲生光男議長 ただいま髙橋孝夫議員から、安

部 隆議員を副議長にとの指名がありましたが、

安部 隆議員を副議長の当選人と定めることに

ついてご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

安部 隆議員が副議長に当選されました。 

 当選されました安部 隆議員が議場におられ

ますので、本席から会議規則第32条第２項の規

定により告知いたします。 

 ここで、副議長のごあいさつをお願いいたし

ます。 

 

 

 副議長就任のあいさつ 

 

 

  （安部 隆副議長登壇） 

○安部 隆副議長 一言ごあいさつを申し上げま

す。 

 ただいまは、議員各位のご推挙によりまして
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本市議会の副議長に選ばれましたことに対しま

して、まことに光栄の至りと心から御礼と感謝

を申し上げる次第であります。 

 また、同時に、この責任の重大性に身の引き

締まる思いでございます。もとより浅学非才で

ありまして、副議長のこの大役を十分に果たせ

るのかなというような心配もございますが、幸

いにいたしまして議長につかれました蒲生議員

は人格、そして識見が卓越した方でありまして、

そういった面では私もひとつ安心をしていると

ころでございます。そういう中で、議長の後に

つきながらこの長井市議会の円滑、公平な議会

運営をこなしてまいりたい、このように誠心誠

意努力をしてまいりたい、このように思ってお

る次第であります。 

 どうか議員各位の皆様におかれましては、こ

れまで同様、温かなご支援と、そしてご理解を

賜りますよう、心からお願いを申し上げたいと

いうふうに思います。 

 簡単ではありますけども、一言就任のあいさ

つにかえさせていただきます。本日はまことに

ありがとうございました。 

 

 

 日程第７ 常任委員会委員の選任に 

 ついて 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第７、常任委員会委

員の選任についてを議題といたします。 

 常任委員会委員の選任については、委員会条

例第８条第１項の規定により、議長においてご

指名いたします。 

 総務常任委員、５番、小関秀一議員、６番、

竹田博一議員、７番、我妻 昇議員、11番、安

部 隆議員、12番、渋谷佐輔議員、14番、大沼

 久議員、15番、小関勝助議員、16番、蒲生光

男であります。 

 文教常任委員、１番、赤間広議員、２番、

梅津善之議員、３番、江口忠博議員、４番、今

泉春江議員、８番、大道寺 信議員、９番、町

田義昭議員、10番、佐々木謙二議員、13番、髙

橋孝夫議員、以上でございます。 

 厚生常任委員、４番、今泉春江議員、５番、

小関秀一議員、８番、大道寺 信議員、10番、

佐々木謙二議員、11番、安部 隆議員、12番、

渋谷佐輔議員、13番、髙橋孝夫議員、16番、蒲

生光男、以上です。 

 産業・建設常任委員、１番、赤間広議員、

２番、梅津善之議員、３番、江口忠博議員、６

番、竹田博一議員、７番、我妻 昇議員、９番、

町田義昭議員、14番、大沼 久議員、15番、小

関勝助議員、以上であります。 

 

 

 日程第８ 議会運営委員会委員の選 

 任について 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第８、議会運営委員

会委員の選任についてを議題といたします。 

 議会運営委員会委員の選任については、委員

会条例第８条第１項の規定により、議長におい

てご指名いたします。 

 議会運営委員会委員、５番、小関秀一議員、

６番、竹田博一議員、８番、大道寺 信議員、

11番、安部 隆議員、12番、渋谷佐輔議員、13

番、髙橋孝夫議員、以上であります。 

 ここで、正副委員長互選のため暫時休憩いた

します。 

 

 

   午前１０時２２分 休憩 

   午前１０時４１分 再開 
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○蒲生光男議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 

 

 常任委員会及び議会運営委員会の正 

 副委員長の互選の結果報告 

 

 

○蒲生光男議長 この際、申し上げます。各委員

会より、次のとおり正副委員長の互選結果の報

告がありましたので、お知らせいたします。 

総 務 常 任 委 員 長 我 妻   昇 議員 

      副委員長 竹 田 博 一 議員 

文 教 常 任 委 員 長 髙 橋 孝 夫 議員 

      副委員長 江 口 忠 博 議員 

厚 生 常 任 委 員 長 大道寺   信 議員 

      副委員長 小 関 秀 一 議員 

産業・建設常任委員長 小 関 勝 助 議員 

      副委員長 赤 間  広 議員 

議 会 運 営 委 員 長 渋 谷 佐 輔 議員 

      副委員長 大道寺   信 議員 

 以上の方々が選任されました。 

 

 

 日程第９ 報告第２号 専決処分の 

 承認を求めることについて（平成２ 

 ３年度長井市一般会計補正予算第１ 

 号） 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第９、報告第２号 

専決処分の承認を求めることについて（平成23

年度長井市一般会計補正予算第１号）１件を議

題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 報告第２号 専決処分の承認を

求めることについてご説明申し上げます。 

 本案は、平成23年度長井市一般会計補正予算

第１号について専決処分させていただいたもの

でございます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に939万5,000円を追加いたしまして、

予算の総額を歳入歳出それぞれ114億3,439万

5,000円といたすものでございます。 

 このたびの補正は、３月11日に発生いたしま

した東北地方太平洋沖地震による東日本大震災

対策事業費に関し、４月１日から５月16日まで

の避難所に要する経費など、所要の補正を行っ

たものでございます。 

 また、この補正の財源といたしまして、前年

度繰越金939万5,000円を計上いたすものでござ

います。 

 よろしくご承認賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○蒲生光男議長 提案者の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。ご質疑ございませ

んか。 

 13番、髙橋孝夫議員。 

○１３番 髙橋孝夫議員 このたびのこの補正予

算第１号の関係ですが、今ほど市長からは４月

１日から５月16日までの間の避難所に要する経

費だというお話がありましたけれども、そのこ

とはわかりました。 

 具体的には、どういう内容を想定をされてこ

の補正予算が組まれたのかについてまずお聞か

せをいただきたいことが一つです。 

 それともう一つは、これは４月１日の専決処

分というふうになるわけですけれども、今日ま

でどのようなこの事業展開がされてきたのか、

予算の執行状況についてお聞かせをいただきた

いと思います。 

 ３つ目は、この補正の財源はすべてこのたび

は繰越金ということでなってるわけですけれど

も、今回のような自然災害あるいは大震災など
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ということになるわけですけれども、こういう

場合の対策事業を展開をするという際の財源と

いうのは、すべてこのおのおのの自治体が賄っ

ていくということになるのか。そうでないとい

うことであれば、どういう制度があって、その

基本となるものがどういうことなのかについて

お聞かせをいただきたいと思います。 

○蒲生光男議長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 髙橋議員のご質問にお答え

いたします。 

 専決処分のその内容等について、どのような

内容かということでございますが、１点目につ

きましてはそれぞれ22年度の補正で430万円ほ

どでしたか、避難者受け入れあるいは直接的に

は長井市の対応などもありましたけども、そう

いった部分のところ今後も続くであろうという

前提に立ちまして、おおむね４月から６月まで

３カ月間相当の一応積み上げを内々にしており

ました。最終的に５月臨時議会ということで、

当日の予定日程が入っておりましたので、およ

そ半分ぐらいの日程でというようなことで、そ

れぞれ経費につきまして半分の経費を計上させ

ていただいて、専決をさせていただいたという

ことでございます。 

 特に時間外職員、避難者支援あるいは被災地

への派遣などもその段階では想定されましたの

で、極力盛れるものは盛っておくというような

形で考えたところでございます。 

 それから、対策本部付の職員の賃金ですとか、

あるいはそれぞれ各所管のところで積み上げし

ていただいている部分がございます。避難所の

経費だけにとどまらず、避難者受け入れの小学

生、中学生の就学費用あるいは児童センターの

入所児童支援など、そういったところの業務に

対応する経費をあまねく盛らせていただいたと

いうことでございます。 

 それから、執行の状況でございますが、その

後の展開で少し変わってきております。４月の

10日以前、第１週目あたりの段階においては、

県の方の想定などももっと県内の方に避難者が

来るであろうというような想定がございました。

長井市といたしましては、勤労センターそれか

ら生涯学習プラザ、向山荘、この３施設を公設

の避難所として設営をいたしまして受け入れを

してまいりました。その後、県からの要請など

もありまして、公設の避難所の拡大というよう

なことで各地区公民館、全部で200人ぐらいの

想定があるわけですが、そういったところの避

難施設も対応できるようにというようなことで、

４月の第１週目あたりのところでは考えており

ました。 

 その後いろいろ事情、情勢の変化などもござ

いまして、避難者についてはピーク時からだん

だん減少している傾向にございます。直接的に

は、避難者受け入れ支援本部、市民課長が本部

長についておりますけども、数の方については

市民課長の方からご答弁いただければありがた

いと思いますけども、簡単に申し上げますと当

初想定しておった人数よりもかなり少ない人数

で対応が推移しているということがございます。 

 そういったところで、執行経費については第

１号の部分のところをまだ最終的につかんでは

おりませんけども、思ったほど出ていないのか

なというふうに考えております。 

 ただ、その後いろいろさまざま各所管のとこ

ろで、避難者の支援ということでさまざまな施

策を展開させていただきました。そういったと

ころで、一部予算的にスピードを要するものな

どもありましたし、そういった意味では執行段

階でいろいろ当初盛った予定の額、あるいは想

定した内容とは少し異なる部分の執行などもあ

るということは事実でございます。状況に関し

ては、以上でございます。 

 財源については、財政課長なりから答弁いた

だければというふうに思います。以上です。 

○蒲生光男議長 平 英一財政課長。 
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○平 英一財政課長 財源についてお答えいたし

ます。 

 この１号の専決分については、繰越金を全額

財源としてございます。この時点で国なり被災

県に請求していいという話は出てはおったんで

すけれども、それぞれのどの項目が該当するか

というのがまだ詳しい額が来ておりませんもの

ですから、１号分については全額繰越金を充当

しております。 

 繰越金の見込みでございますが、平成21年度

から22年度に繰り越した一般財源がございます

けれども、全額を22年度で消化してございませ

んで、少し残っておりましたものですから、

1,400万円ぐらいだったかと思いますけれども、

十分財源として充当できると判断したものでご

ざいます。 

 これからこの次に２号補正が予定してござい

ますけれども、その分については国の方から示

された算式で一応見込める分は国から県を通し

て交付されるわけでございますけれども、県の

負担金として若干の計上はしております。以上

です。 

○蒲生光男議長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 総務課長から紹介ありま

したとおり、避難者支援本部長として避難者の

数についてご報告させていただきます。 

 最も多かった日が３月30日の水曜日でした。

この日は、市内にこちらで把握している避難者

の方が232名いらっしゃいました。内訳として

は、生涯学習プラザ18人、勤労センターが38人、

それから向山荘７人、それから雇用促進住宅な

どが55人と、その他民間の施設とか個人宅の方

に避難された方ということで、合計がこのとき

は232名でございました。 

 市の方に被災者証の発行申請があった方、

徐々にふえてきまして、現在359人の方に被災

者証を発行しております。このほかに、福島県

の南相馬市から避難されてこられた雲雀ヶ丘病

院の入院患者の方は含まれておりません。また、

小学校に祖父母のところに子供だけがいらっし

ゃってる方もいると伺ってますが、そういう方

は含まれておりません。あくまで市の本部の方

に被災者証の発行を申請された方が359人とい

う数でございます。 

 現在でございますが、全員で165人でござい

ます。 

 県別、市別でちょっと簡単に説明させていた

だきますと、宮城県の方は10名、それから南相

馬市の方が103名、南相馬市以外の福島県の方

が52名、全部で165名の方が長井市内に避難さ

れていらっしゃるという状況でございます。 

○蒲生光男議長 13番、髙橋孝夫議員。 

○１３番 髙橋孝夫議員 わかりました。 

 それで総務課長と財政課長にお伺いしたいの

ですが、３月の定例会の最終のころに、宮城県

から300名ほど受け入れるという話などがあっ

て、その準備だというふうに私も理解をするわ

けですけれども、その話というのは一体どうな

るんでしょうかというか、実際ござってないわ

けですけれども、その見通しについてわかる範

囲でお聞かせをいただきたいのが一つです。 

 それから、財政課長にお伺いしますが、こう

いう震災というのは余りなくて、いわゆる財源

の求め方、国が負担をするということになるん

でしょうけれども、その中身というのはなかな

か私どももわかりにくいところがあります。資

料で説明いただければ一番いいのですが、あれ

ば後で示していただいて、現状でどの程度こう

いうものは該当するのだというわかる範囲でお

聞かせをいただければ大変ありがたいというこ

とです。よろしくお願いします。 

○蒲生光男議長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 避難所の、特に宮城県から

の被災者の受け入れの部分でありますが、これ

に関しては、今、市民課長、支援本部長から答

弁がありましたように、宮城県からは現在165
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名中10名というようなことで、大部分が福島、

それも例の原発問題計画避難区域ですとか、さ

まざまな区域設定のある自治体のところからの

避難者が主になっております。 

 県の方でも、市町村長会議あるいは県の危機

管理担当の課長会議等々に情報を提供いただい

ているわけでございますけども、恐らく新たな

避難の部分での対応が出てくるのは宮城の方は

ないのではないかなというふうに思います。当

然マスコミ、新聞報道等でもご案内のことと思

いますが、がれき撤去それから仮設住宅、この

２つが大きな命題となっておりますけども、そ

れぞれやはり被災に遭われた方の思いといたし

まして、自分の生まれ育った地をなるべく離れ

たくない、近くでというようなことになります

と、当初想定しておったいわゆる県境を越えて

山形県内への大量の避難民の流入というような

ことはないのではないかというふうに思います。 

○蒲生光男議長 平 英一財政課長。 

○平 英一財政課長 お答えします。 

 被災者救助ということで、山形県の方から要

請があった分について求償できるということに

なってございます。災害救助法に基づきまして、

福島県の方で作成した「避難者受け入れ等経費

負担算出様式」、こういったもので今回２号補

正の方は算出しております。 

 中身でございますけれども、収容施設供与費、

避難所の開設費になります。それから学用品の

給与費、子供らの扶助費に当たるものでござい

ます。それから埋葬費、これは火葬場の使用料

でございます。これらをこのたびは県負担金と

して２号補正の方で財源としております。以上

です。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 災害対策に関して質問さ

せていただきますけども、今、勤労センターに

は全然いなくなったと。全体的にいなくなった

わけでありますけども、しかしながらその残骸

が今残っているというのが勤労センターの状況

でないかなと思います。と申しますのは、毛布

等が大分、新しいんだか古いんだか私はわかり

ませんけれども、見た目には古そうです。そう

いう市民からの援助、品物が休憩室に山になっ

ておる。それが果たしてどういう経路で集めら

れたのかということを一つと、それが今使われ

ているのか、今後また使われるのか、その点に

ついてお聞きしたいと思います。 

○蒲生光男議長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 勤労センターの毛布の件

についてお答え申し上げます。 

 勤労センターに今保管している毛布について

は、相当宮城県からも300人以上の避難される

方が来られるかもしれないという、受け入れる

方向で毛布を準備したものです。あの毛布につ

きましては、米沢市の生活クラブさんを通しま

して静岡県の方から長井市の方にいただいた毛

布でございます。長井市だけでなくて、３回ぐ

らいに分かれて静岡県の方からいただきまして、

川西町とか、あと南陽市とか一緒にいただいた

というお話を伺っております。 

 まだ地場産業振興センターから借りてきてい

る畳もありますので、まとめて返却したり備蓄

したりという方向で今考えているところでござ

いまして、当初の宮城県の300人という方はい

らっしゃらないので、活用方法をこれから検討

していかなければならないというふうに考えて

いるところでございます。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 今後活用方法を考えると

いうんですけども、新しいものか古いものかと

いうものに関しては課長はちょっと答えません

でしたけども、古いもののような気がするんで

すよね。何か私から見れば、もう廃品に見えて

しまう。あれをどっかに備蓄しておくというよ

うなことを考えているのか、あれは要らないも
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のになってしまった場合には処分をするのか、

その点について再度質問したいと思います。 

○蒲生光男議長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 お答え漏れしまして申し

わけございませんでした。 

 毛布につきましては、新品ではない毛布なん

ですが、クリーニングされてきれいなものとい

うふうに理解しております。 

 活用方法については、これからの災害に備え

て備蓄するのか、それともほかに活用方法があ

るのか、今お答えできるような具体的なことま

でまだ至ってないので、これから検討させてい

ただきたいというふうにお答えさせていただき

たいと思います。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 いずれにしても、あそこ

にずっと置いておくというのは非常に見た目も

私はよくないような気がするんです。ただ、場

所的に保管場所が見当たらないとかいろんなこ

とがあると思いますので、あそこは休憩のフロ

アというようなことで団らんをする場所という

ようなことで、きれいなものが山になってると

いいんですけども、そうでないものが山になっ

ておりますので、いま少し辛抱してくださいと

いうようなことを市民にも申し上げたりします

ので、対応をよろしくお願いしたいと思います。

終わります。 

○蒲生光男議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 細かい話で申しわけない

んですが、火葬場の斎場の火葬業務委託料で50

万8,000円ほど増額になっておりますけれども、

これは不幸にして被災地で亡くなられた方を受

け入れられたんだと思いますが、何体ぐらいの

ご遺体を受け入れられたのか。そして、ご遺族

から無料で受けたのか、それとも幾らかいただ

いたものなのか。 

 また、今後も考え得ることなんでしょうか。

まだまだ被災地では埋葬に苦労していらっしゃ

るのかどうかその現状はわかりませんが、今後

も受け入れるということがあるのかどうか、そ

の辺のことをお聞かせください。 

○蒲生光男議長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 火葬についてお答え申し

上げます。 

 長井市で火葬を受け入れまして被災地の支援

を行ったわけですが、全部で18体の火葬を執行

いたしました。県別では、すべて宮城県です。

22年度分が６体、４月以降23年度分が12体とい

うことで、全部で18体でございます。 

 料金についてはすべて無料で、いただいてお

りません。 

 なお、長井仏教会からご協力いただきまして

お経を上げていただきまして、これもすべて無

料ということでボランティアでしていただきま

して、大変遺族の方には感謝されていることを

報告させていただきたいというふうに思います。 

 県内の状況を見ましても、かなり火葬件数が

少なくなっております。長井市の方でも４月11

日が最後の執行でしたので、今後はまず長井市

では県外からの火葬の受け入れはないものだと

いうふうに考えておるところでございます。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 ５番、小関秀一議員。 

○５番 小関秀一議員 災害の受け入れ等につい

て、予算とは少しかけ離れますが、市内に被災

をされておる方で子供さん、特に幼稚園、小学

生、中学生等の人数について報告がなかったわ

けですが、私、農協の農政対策協議会の立場で

春先、入学当時、米飯用の弁当を差し上げたと

きには、私の記憶では小中学生、当時15人ほど

被災の子供さんがおられるというふうな話を聞

かせていただいた記憶がございます。その後、

子供さんの動きについてお聞かせを願いたいこ

とと、特にこういう大災害において子供さん方

の心のケアというか、その後の入学されてから

約１カ月ちょっと経つわけですので、遠く離れ
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たこういう地に来られて、安心して生活をした

り学習をできるような環境ができておるのかお

伺いをしたいというふうに思います。 

○蒲生光男議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 小関秀一議員のご質問にお答

えします。 

 現在、小学生が18名、中学生２名、合わせて

20名、長井市内の小中学校に通学をしています。 

 受け入れるタイプがありまして、一つはきち

んと定住するという場合には普通の転入学の手

続をします。今回の場合には区域外就学という

ことで、向こうの教育委員会と協議をしながら

進めてきました。一時的な就学という感じにな

ります。 

 もう一つのタイプが聴講というのがあるんで

すけども、今現在長井市内の小中学生は全部区

域外就学という取り扱いをしています。 

 心のケアということも非常に問題になるわけ

ですが、ほかの県の様子なんかを見ると、福島

県からだということもあったというようなこと

も聞いていますので、各受け入れている小中学

校の方では対応の仕方、これも県の方からもマ

ニュアル来ていますので、その言葉がけなり、

また対応の仕方、これについては十分教職員間

でも話をし、また子供たちにも話をして指導し

ているという状況ですけども、基本的にはやっ

ぱり普通に扱うということが大事なんじゃない

かなということで、校長会等でも話をしている

ところです。以上です。 

○蒲生光男議長 ５番、小関秀一議員。 

○５番 小関秀一議員 教育長の説明で大分安心

させていただいたわけですが、今後とも子供ら

の暮らし等々、学習の環境を整えていただくこ

とを希望申し上げますとともに、例えば具体的

に学習の教材とかさまざま季節が変われば着る

ものなり体育のウエアなりとか、例えばですが

そういう今後の支援の具体的なその予算が必要

な場合も、あわせて適宜に対応していただくよ

うに希望申し上げます。意見であります。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ほかに質疑もないので、質疑を

終結し討論を行います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご意見もないので、討論を終結

し採決いたします。 

 報告第２号は、承認することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男議長 起立全員であります。よって、

報告第２号は、承認することに決定いたしまし

た。 

 

 

 委員会付託の省略について 

 

 

○蒲生光男議長 お諮りいたします。これより上

程いたします議案は、委員会付託を省略し全員

でご審議願いたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第１０ 議案第４９号 長井市 

 国民健康保険税条例の一部を改正す 

 る条例の制定について 

 日程第１１ 議案第５０号 平成２ 

 ３年度長井市一般会計補正予算第２ 

 号 

 

 

○蒲生光男議長 それでは日程第10、議案第49号

 長井市国民健康保険税条例の一部を改正する
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条例の制定について及び日程第11、議案第50号

 平成23年度長井市一般会計補正予算第２号の

２件を一括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第49号 長井市国民健康保

険税条例の一部を改正する条例の制定について

ご説明申し上げます。 

 本案は、地方税法施行令の改正に伴い所要の

改正をいたすものでございます。 

 改正の内容でございますが、国民健康保険税

の基礎課税額に係る課税限度額を50万円から51

万円に、後期高齢者支援金と課税額に係る課税

限度額を13万円から14万円に、介護納付金課税

額に係る課税限度額を10万円から12万円に引き

上げるものでございます。 

 次に、議案第50号 平成23年度長井市一般会

計補正予算第２号についてご説明申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に2,371万9,000円を追加いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ114億5,811

万4,000円といたすものでございます。 

 このたびの補正は、主なものといたしまして

多賀城市から地震によって崩壊し、あるいは今

にも崩壊しそうで危険な状況にあるブロック塀

等の撤去について支援要請がありましたので、

長井商工会議所に撤去業務を委託いたします。 

 多賀城市がれき撤去支援業務委託料1,000万

円を含めました東日本大震災対策事業費に

1,430万8,000円、避難者受け入れ支援事業費

700万円、市営スキー場管理運営事業費174万

8,000円などを追加いたすものでございます。 

 また、これらの補正の財源といたしまして、

東日本大震災に係る避難者受け入れ等経費県負

担金707万6,000円、山形県緊急雇用創出事業臨

時特例基金事業費県補助金700万円、前年度繰

越金789万5,000円などを計上いたすものでござ

います。よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

 なお、詳細につきましては、それぞれ担当課

長がご説明いたします。 

○蒲生光男議長 提案者の説明が終わりました。 

 ここで、議案第49号に係る概要の説明を求め

ます。 

 松木英司税務課長。 

○松木英司税務課長 議案第49号 長井市国民健

康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いてご説明申し上げます。 

 お手元の議案第49号を２枚めくっていただき

まして、最後のページをごらんいただきたいと

思います。 

 それでは、議案第49号資料、長井市国民健康

保険税条例の改正要旨でご説明申し上げます。

読み上げさせていただきます。 

 医療費が増嵩し、課税総額が増加していく中

にあって、将来的な中・低所得者層の負担軽減

及び協会けんぽ（旧政府管掌健康保険）の課税

限度額108万7,000円とのバランスを図る観点か

ら、次のとおり長井市国民健康保険税条例の改

正を行うものであります。 

 長井市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について。地方税法施行令の改正に

基づき、１、課税限度額の引き上げを行うもの

でございます。 

 条例第３条、第22条関係についてご説明申し

上げます。 

 国民健康保険税の基礎課税額に係る課税限度

額を、現行50万円から１万円引き上げて51万円

に、後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度

額を現行13万円から１万円引き上げて14万円に、

介護納付金課税額に係る課税限度額を現行10万

円から２万円引き上げて12万円といたすもので

あります。 

 （注）の部分でありますが、この改正につき

ましては、平成23年度以後の国民健康保険税か
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ら適用するものでございます。 

 以上、よろしくご審査賜りますようお願い申

し上げます。 

○蒲生光男議長 次に、議案第50号に係る概要の

説明を求めます。 

 平 英一財政課長。 

○平 英一財政課長 議案第50号 平成23年度長

井市一般会計補正予算第２号の概要についてご

説明いたします。 

 このたびの補正につきましては、東日本大震

災対策の経費など急を要する経費についてが主

な内容でございます。 

 それでは、第１条の歳入歳出予算の補正につ

きましては、予算の総額に歳入歳出それぞれ

2,371万9,000円を追加し、予算の総額を歳入歳

出それぞれ114億5,811万4,000円といたすもの

でございます。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします

ので、４ページをお開き願います。 

 まず、歳入でございますが、14款１項県負担

金は、東日本大震災に係る避難者受入等経費負

担金707万6,000円を計上いたしております。こ

の負担金は、災害救助法に基づき福島県で作成

した避難者受け入れ等経費負担金算出様式で算

出しました額で、内容は先ほどもお話ししまし

たように収容施設供与費、学用品の給与費、埋

葬費でありまして、山形県を通して国の方に求

償するものでございます。 

 ２項県補助金は、山形県緊急雇用創出事業臨

時特例基金事業費補助金700万円を計上いたし

ております。これは長井市に避難してこられて

いる方などを市の臨時職員として雇用するもの

で、３名分を見込んでおります。 

 18款１項繰越金は、前年度繰越金789万5,000

円を計上しております。 

 19款４項雑入では、全国市有物件災害共済会

建物総合損害共済災害共済金174万8,000円を計

上いたしております。 

 ５ページになりますが、歳出についてご説明

申し上げます。 

 まず、２款１項総務管理費で多賀城市のがれ

き撤去支援業務委託料1,000万円、それと避難

者に対する扶助費381万3,000円などを主な内容

とする東日本大震災対策事業費1,430万8,000円

と、緊急雇用で臨時職員を雇い上げる経費700

万円を計上し、１目一般管理費合計で2,130万

8,000円を計上いたしております。 

 次に、６款１項農業費につきましては、市内

の農産物等の安全を確保するため、空気中の放

射線量や水道水、農産物の検査を実施するため

の農産物安全安心対策事業費として36万4,000

円を計上いたしております。 

 ７款１項商工費につきましては予算の組み替

えでございますが、雪害により破損したあやめ

公園、つつじ公園の木の橋でございますが、こ

れを緊急に修繕するため、フラワー都市交流事

業費から事業費68万2,000円を修繕料の方に組

み替えるものでございます。 

 ６ページをお開き願います。10款１項教育総

務費では、私立幼稚園就園奨励費補助金29万

9,000円を追加いたしております。これは平成

22年度補助金申請におきまして申請額に誤りが

あり、補助金が不足していたものを基準に合致

した額として補てんするものでございます。こ

の対象者は７名でございます。 

 次に、10款５項保健体育費は道照寺平コミュ

ニティセンターの屋根が雪害で破損したものを

緊急に修理するため、174万8,000円を計上いた

すものであります。なお、この財源は歳入の雑

入で同額を計上いたしました共済金を充てるも

のでございます。 

 以上が平成23年度一般会計補正予算第２号の

概要でございます。よろしくご審査賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○蒲生光男議長 概要の説明が終わりました。 

 これより１件ごとに質疑、討論、採決を行い
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ます。 

 まず、日程第10、議案第49号 長井市国民健

康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いての１件について質疑を行います。ご質疑ご

ざいませんか。 

 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 ただいまの説明を聞いて、

私ちょっと勘違いしておりましたんで確認させ

てください。 

 さきの３月議会で17％の増額が決まったわけ

ですが、それとは全く関係なく、あくまでも地

方税の改正での今回の改正ということでよろし

いんですよね。確認だけさせてください。 

○蒲生光男議長 松木英司税務課長。 

○松木英司税務課長 我妻議員のご質問にお答え

します。 

 今ご質問のとおりでございまして、法定限度

額の改正というふうにご理解いただきたいと思

います。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 ５番、小関秀一議員。 

○５番 小関秀一議員 ３月に審議をされたとい

うことですが、私、初めてですので確認をさせ

ていただきます。 

 この改正が今議会に提案をされ、条例が新し

く制定された場合、適用については議案第49号

資料の一番下、（注）の平成23年度以降の国民

健康保険税から適用するというふうにわざわざ

注意書きをなさってるということであります。

つまり、既に５月に入って本日の議会で改正が

なされた場合、健康保険税を４月にさかのぼっ

て基準を定めて徴収をされるのかどうか、なお

再度確認をさせていただきます。 

○蒲生光男議長 松木英司税務課長。 

○松木英司税務課長 お答えいたします。 

 国民健康保険税の賦課期日は４月１日でござ

いまして、今、一生懸命申告相談とか確定申告

の処理、整備を終わりまして、ことしの住民税

やらさまざまな保険料等について積算、ほぼ固

まりましたけれども、国民健康保険税は７月の

15日ごろに市民の方々に発送いたすわけでござ

いますので、この限度額の改正も23年分からこ

のようになりますということでございます。 

 したがいまして、来年また限度額が改正にな

れば臨時議会等で議員の皆様にご審議いただく

というふうなことになるわけでございます。 

○蒲生光男議長 ５番、小関秀一議員。 

○５番 小関秀一議員 税額の請求については、

健康保険については７月15日に市民の方々に請

求をされるというふうなことは理解をしますが、

基準日が４月１日には変わりないわけですね、

ほかの税金とともども。 

 今回の議会で改正をしたからといって、４月

１日までさかのぼって市民の方々に請求すると

いうのは私はどうも理解できないんですが、市

民の方にどういうふうな周知をなされて、理解

をしていただきながら納めていただくのかが見

えないわけです。説明をいただきたいと思いま

す。 

○蒲生光男議長 松木英司税務課長。 

○松木英司税務課長 お答えいたします。 

 国民健康保険税のルールについてご説明、ど

ういうふうに答えたらよいのかちょっと迷うと

ころですが、平成23年度の国民健康保険税を算

出する際に限度額をこのように定めますという

改正があって、今、一生懸命算出しているわけ

ですが、今まで50万円だったものがことしの算

出の際は51万円を限度額として算出するように

という施行令の改正があった。それだけのこと

なんでございますが、つけ足させていただきま

すと、要するに国の方からそのように指示があ

った、そういう法改正があったということです

ので、県内の各自治体では既に専決処分をされ

た自治体もありますし、長井市の場合は議会軽

視にならないようにということで臨時議会等を

開催し、議員の方々に報告をしてご承認をいた
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だいているというふうなことでございます。以

上でございます。 

○蒲生光男議長 ５番、小関秀一議員。 

○５番 小関秀一議員 説明というか、流れにつ

いては理解できることもあるわけですが、つま

り今いみじくも説明をいただいたように、ほか

の市町村は専決でもう既に決めて議会なり市民

の方々には４月１日から適用するんだよという

ふうなことで進んでおられる自治体と、当長井

市のようにきょうまさに……。 

（「違う」の声あり） 

○５番 小関秀一議員 違うの。いや、私、わか

らないので、その基準日をどういうふうに設定

するのかが、議会さ上がってきて改正をするこ

とによっていつからその基準日を適用するのか

なというのが理解できないんです。 

○蒲生光男議長 もう一度、わかりやすいように

税務課長の方から説明してください。 

 松木英司税務課長。 

○松木英司税務課長 議会閉会後、直接来ていた

だいて、ご丁寧にご説明申し上げた方がスムー

ズにご理解いただけるのかなと思うわけですが、

あえて今途中で髙橋孝夫議員からの発言もあり

ましたけれども、本日伺っているというのは、

たまにこういう例があるわけです。国では限度

額をこのように定めた。この限度額というのは、

超えてはならないという限度額なわけです。決

して、計算しますと国保税が100万円にも200万

円にもなる方がいるわけですが、そういうふう

な方であってもこの合計した77万円以上徴収し

てはならないという、考え方を変えますとそう

いう限度額の定めでもある。中には市長に対し、

限度額、国で上げたけれどもそう上げないで、

前の限度額でやれないのかというふうなご質問

は中にあろうかと思いますが、これは国の指示

に従ってこの施行令の改正に基づいて改正して

いただくというのが通例といいますか、常識的

な流れかと思います。 

 なお、冒頭に申し上げましたが、国保につい

ては少し複雑な面もございますので、ぜひ税務

課の方においでいただければと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○蒲生光男議長 ４番、今泉春江議員。 

○４番 今泉春江議員 この課税限度額の引き上

げということなんですけども、今、松木課長か

らもお話あったように国の方で50万円から51万

円というこういう、それで今まで73万円だった

ものが77万円になるということなんですけども、

確かに国の方で課税限度額がこういうふうにな

りましたんですけども、これはするということ

なんですけども、しなければならないというこ

とではないんじゃないでしょうか。ですから、

今ちょっとお話にもあったようにある市町村で

はこの限度額以下の市町村で決めてるところも

あるんですよね。国保税も17％、３月議会で上

がるということも決まっておりますし、やはり

ここで限度額もまた上げればそこに係る方もま

た上がるわけですから、幾らでも負担を減らし

ていただければというのが私の考えでございま

す。意見を申し上げます。 

○蒲生光男議長 答弁は要りませんか。いいです

か。 

○４番 今泉春江議員 お願いします。 

○蒲生光男議長 松木英司税務課長。 

○松木英司税務課長 今泉議員のご質問にお答え

いたします。 

 ご質問のとおり、ちょっと今議会に向けて勉

強してみましたところ、確かに法定限度額まで

徴収していない自治体もございます。千葉県の

印旛郡といいますか、成田市とか佐原市とか佐

倉市でしたか、四街道とかあの辺について、や

はり財政力のしっかりしているといいますか、

だんなしな自治体はそこまで上げていないとい

うふうなところもあるようでございますが、山

形県内におきましてはもちろんのこと、長井市

の現在の財政状況では国の指示に従いまして引
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き上げさせていただく。このことが中・低所得

者層の軽減にもつながるというふうなことでご

提案をお願いいたしたところでございますので、

どうかよろしくご承認賜りたいと存じます。以

上でございます。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ほかに質疑もないので質疑を終

結し、討論を行います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご意見もないので、討論を終結

し採決いたします。 

 議案第49号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○蒲生光男議長 起立多数であります。よって、

議案第49号は、原案のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第11、議案第50号 平成23年度長

井市一般会計補正予算第２号の１件について質

疑を行います。ご質疑ございませんか。 

 11番、安部 隆議員。 

○１１番 安部 隆議員 お聞きしたいと思いま

すけども、５ページの東日本大震災事業費とし

まして、先ほどの説明で多賀城市がれき撤去委

託料というようなことで、市長のお話ではブロ

ック等のものを処理するというようなことで商

工会議所をメーンにして委託をする、こういう

ような話でございますけども、これはこの期限

が１年間なのか、それから量的にはどの程度な

のか、その辺についてちょっと詳しくお聞きを

したいと思います。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 このたびのこの多賀城市へのブロック塀等の

撤去の支援でございますけれども、きっかけと

いたしましては長井市の長井商工会議所建設部

会の方から、あるいは長井市上下水道協同組合

の方から、何らかの形で宮城県の被災地への支

援をしたい、ボランティアをしたいというよう

なお話がございました。しかし、受け入れをし

ていただくには我々業者では難しいので、行政

の方から依頼してもらえないかというお話がき

っかけでございました。 

 いろいろ調査をして、特に石巻とか多賀城あ

たりを支援しようということをいろいろ検討し

たんですが、結果として多賀城市の方といろい

ろ連絡をとりまして、現場に建設業の皆さんが

行かれて、道路等のいわゆるがれきの撤去につ

いては国の責任において行うと。しかし、なか

なか業者さんの方の数が限られておりまして、

手をつけられない部分が実は多賀城市の市内の

中に多数あると。それが住宅地の入り組んだブ

ロック塀の撤去作業だと。そんなことから、多

賀城市からそういったブロック塀の撤去作業の

依頼を受けたところでございます。 

 ご質問の期限とか、あるいはどのぐらいの箇

所があるかということでございますが、これに

ついてはやはりあやめサミットで関係のありま

す伊豆の国市という静岡県の市ですが、そちら

と長井市が担当することにいたしまして、期限

はどのぐらいかかるかはやはりなかなかわから

ない状況でございますが、相当箇所がある。た

だ、５人１組のチームで長井の場合は大体延べ

100回ぐらい、それで1,000万円を限度として今

回予算化をさせていただきました。 

 なお、今後の国から等の支援については、今

の状況についてはわからない状況でございます。

ですから努力はいたしますが、これが1,000万

円、国から対象額として支援あるかどうかにつ

いては今のところ確定しておらないということ

で、1,000万円を限度としてさせていただく、

そのようにお願いしているところでございます。 

 なお、これ以上の詳細については建設課長の

方から答弁させたいというように思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○蒲生光男議長 松木 茂建設課長。 
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○松木 茂建設課長 安部議員のご質問にお答え

申し上げます。 

 がれき撤去に係る数量関係のご質問でござい

ますが、先ほど市長からもお答え申し上げまし

た点を多少詳しく説明させていただきます。 

 多賀城市の都市計画課の方での調査によりま

すと、津波による被害以外の言ってみれば揺れ

に基づく被害のブロック塀等の損壊の箇所が約

500カ所というふうなことでございます。その

500カ所については、現在順次個別といいます

か、個人の申請に基づいて撤去を行っていくと

いうふうなことでございました。 

 本市と、先ほど市長からございましたほかの

市と手分けといいますか、多賀城市の都市計画

課の方の指示といいますか、計画に基づいた順

番で撤去をさせていただくというふうな予定を

しております。 

 日数でございますが、先ほどもございました

が、1,000万円の限度の中でさせていただく予

定でございますが、多賀城市としましては現在

の量から想定しますと６月いっぱいぐらいです

とある程度片づくんじゃないかというふうな見

方をしておるようでございます。本市の時期的

な見通しとしましては、現地に２班を入るよう

にして、その２班によりまして撤去を１日３カ

所前後、多少現場によっていろいろ対処違いま

すので、１日１班３カ所程度その処理ができる

のかなというふうなことからしますと、６月中

におおむね片づくんじゃないかというふうな多

賀城市からのご意見もいただきながら、そうい

った計画をしているというふうなところでござ

います。以上でございます。 

○蒲生光男議長 11番、安部 隆議員。 

○１１番 安部 隆議員 この復旧支援というの

は、必要性はやっぱりあるものだというふうに

私も理解をしております。ただ、その中で、や

はり今回行政で委託をするというところは、や

はりボランティアのできないようながれき撤去

かなというふうに、私、感じるわけです。それ

で1,000万円を限度というようなことで、これ

を使い切れば終わりだと、こういうような体制

だというふうに思いますけども、やはりボラン

ティアでやってる方々とこうした行政が入って

やるというようなところのこの作業というもの

をもう少し丁寧というか、細かく説明いただき

たいなというふうに私思いますので、これは答

弁は要りませんから、後でその資料的にお願い

をしたいというふうに思います。 

 やはりこのがれき撤去というのは、いろいろ

問題になっています。国の管轄でやるのかどう

なのかわかりませんけども、やはり産廃と一廃

の扱いというような問題が底辺にはあるのかな

というふうに私ながら個人で思っておりますの

で、やはりこういったところについては行政が

手を入れるというようなことは重機を伴うかわ

かりませんけども、重機も入るのか、そういっ

たことも含めもう少し詳しい資料等を出してい

ただきたいなというふうに思いますけど、いか

がでしょうか。 

○蒲生光男議長 松木 茂建設課長。 

○松木 茂建設課長 お答えいたします。 

 先ほど舌足らずの点がございまして、１班体

制の内容を申し上げませんでした。多少の説明

をつけ加えさせていただきたいと思います。 

 １班での構成的には、先ほども申し上げまし

たけども場所によって大小ございますので作業

員が３名から４名を見込んでおりまして、機械

につきましては小型のバックホー、ダンプトラ

ック２トン、これも小型と、資材関係の運搬用

としてユニック車４トン、それから人員の輸送

となります車、主にこのような機械、車等を使

用しまして、１日１班につき大体３カ所程度処

理したいというふうな予定をしております。以

上でございます。 

○蒲生光男議長 松木課長に申し上げますが、資

料の提出はよろしいですか。 
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○松木 茂建設課長 はい。 

○蒲生光男議長 じゃ、資料の提出をお願いいた

します。 

○松木 茂建設課長 はい。じゃ、後ほど提出さ

せていただきたいと思います。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ６款の１項農業費であり

ますけども、具体的なところで先ほど放射線へ

の対策ということも少し耳に入ったのでござい

ますけども、具体的なところで少し教えていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○蒲生光男議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 江口議員のご質問にお答え

を申し上げます。 

 今回の補正予算でございますけれども、福島

第一原子力発電所の事故に伴います放射線の飛

散による農産物の状況について、長井市といた

しましてもよりきめ細かい検査していこうとい

うようなことで計画したものでございます。 

 県においては、ご存じのように地区ごとに分

けまして検査を行っておりまして、その内容に

ついては県のホームページで紹介されておりま

すのでご承知のことと思います。 

 本市でも３月中に菜なポートの野菜等につい

ては検査を実施しておりまして、それ以降はど

のようにしていくかというような対応について

内部で検討いたしまして、５月以降、露地物が

出てくる時期に合わせまして検査をしていくこ

とといたしたところでございます。 

 検査の対象といたしましては、市内で生産さ

れた農産物を収穫期に合わせまして検査をして

いこうというようなことでございます。 

 検査方法でございますが、毎月２回を予定し

ております。１回２品目で４品目でございます

ので、できる限り旬のものを対象として実施を

していきたい。民間の検査機関に要するにサン

プル資料を送付して、実施していただくという

ような考え方を持っております。 

 検査の内容でございますが、放射性物質のヨ

ウ素131とセシウムの134、137というふうに考

えております。 

 期間でございますが、今回補正で対応させて

いただきますのは、５月末から９月までの９回

を実施したいというふうに考えております。た

だ、原子力発電所の終息状況等を勘案しながら

弾力的な対応をしてまいりたいというふうに考

えているところでございます。 

 事業費といたしましては検体の購入費、あと

役務費は検査の手数料等でございます。以上で

ございます。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ありがとうございました。 

 今、県のホームページでも放射線量の測定値

というのが公表されているわけですけども、実

は友人がある長井市内の地点でありますけども

独自に放射線を測定した結果が出ました。その

結果においては、県の発表よりも１けた高いの

でありまして、というのは放射線値を測定する

場所の加減なんでありましょう、高さの問題で

す。県レベルですと置総もそうですけども随分

高いところにありますが、友人が測定したのは

ちょうど子供の頭の高さほど、１メートルから

１メートル20センチほどの地点で測定しますと

１けた高い数値、昨日0.18マイクロミリシーベ

ルトという数値が出ました。これは公表されて

る県のホームページよりもやっぱり１けたぐら

いは高い数字でありまして、これが市民の方々

さまざまな方法を駆使しまして、それぞれ自分

で測定値を求められて測定を始められておりま

す。 

 そのときに、市民の方々の不安を決してあお

るわけではないんですけども、行政当局として

はどのレベルが長井市としての測定としては、

土壌も含めまして安全というふうに宣言してい

ただけるものがあるかどうか。これ非常に原発
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問題はこれから長くかかると思いますし、非常

に微妙な数字でもあるとは思うんですけども、

市民の方々それぞれがばらばらに不安に思って

いらっしゃるというところを、ぜひこれからは

当局の方で安全をどこかで担保してあげないと

いけないんだろうという思いがありますので、

それにつきましても野菜、農作物への放射線物

質の付着の問題もそうですけども、土壌、あと

は放射線量の問題、この辺はちょっと長くかか

ると思います。答弁の方はあえて求めませんけ

ども、非常に長く長くかかる問題でありますの

で、これからの補正も含めまして予算について

は柔軟に対応していただければということをお

願いを申し上げたいと思います。以上でござい

ます。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

 ５番、小関秀一議員。 

○５番 小関秀一議員 今、江口議員が質問され

たことと関連するわけですが、その安全を担保

すると生産者もですし、市内の消費されてる方、

市民の方々が暮らすに安心して暮らせるその担

保という意味で農産物の放射線を検査するとい

うようなことについては私も賛成でありますが、

これをどういうふうに発表するのか。公開の方

法なりについて、慎重を期すべきというふうに

私も心配もするし、これは公のところで測定を

するわけですので、絶対公表をしていくという

ことだとは思いますが、さっき江口議員がおっ

しゃったように基準値の問題も含めて発表して

いかないと、要らぬ誤解なり不安をあおる部分

も出てくるのかなというふうに思いますので、

その辺もちょっと公開の方法についてお聞きを

したいと思います。 

○蒲生光男議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 小関議員の質問にお答え申

し上げます。 

 結果の発表の方法でございますが、基本的に

は市のホームページの上で発表してまいりたい

というふうに考えているところでございます。 

 いわゆる基準値については、報道等でご存じ

のように放射性ヨウ素が暫定規制値といたしま

しては野菜類が2,000ベクレル／キログラムで

すか、あと放射性セシウムが野菜、穀類などで

は500ベクレル／キログラムというふうになっ

ております。いずれもこの基準値についても皆

さんにＰＲしながらというふうに考えておりま

す。そのようなことで、市民の皆さんに安全安

心だということを確認いただくということも大

きな目的でございますので、そのようにしてま

いりたいというように考えております。 

○蒲生光男議長 ほかにございませんか。 

 13番、髙橋孝夫議員。 

○１３番 髙橋孝夫議員 先ほどの多賀城のがれ

きの関係で少し整理をさせていただきたいんで

すけれども、これは現時点では求償の対象には

ならないかもしれないということのお話が市長

からあったわけです。とすると、今回のこの支

出というのは、フラワー都市協が母体になった

災害都市協定によるいわゆる作業に対する支出

なんだと。だから求償を求めなくても、市とし

てお互いに協定に基づいてこれくらいは支出を

していきましょうということでこの整理をする

ということになるのかどうか、そこだけお聞か

せいただきたいと思います。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 髙橋議員のご指摘のとおり、これは災害協定

に基づく内容になります。災害協定では、支援

した費用については支援側がすべて負担すると

いうようになっております。そんなことから、

今回は1,000万円を限度額というふうにさせて

いただいたんですが、なおやはりこのたびの震

災については特別な災害でございますので、国

から通常のルートでは出ないんですけども、多

賀城市の方で配慮していただけるという場合に

はいただく場合もあるのかなと。ただし、それ
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は余り期待できないんじゃないかなということ

で今のところ考えているところでございます。

以上でございます。 

○蒲生光男議長 ほかにございませんか。 

 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 ことし道照寺平スキー場

が休みということで、ましてやとんでもない大

雪だったということで、雪による損害が生じた

ということだと思いますけども、ことしの冬も

いま１年休むことになるわけですね、道照寺平。

ことしは開業ですか、そうですか。 

 そういうことで、二度と繰り返すことはない

んでしょうけれども、全然あそこの建物は安全

だったというように教育委員会の方では認識し

てたんでしょうね。その点についてお聞かせを

いただきたい。 

○蒲生光男議長 佐藤孝博生涯スポーツ課長。 

○佐藤孝博生涯スポーツ課長 町田議員の質問に

お答えをいたします。 

 道照寺平コミュニティセンターにつきまして

は、道照寺平スキー場促進協議会の方に保守点

検関係を委託をしております。協議会の方では

数回の点検を行って、１月30日に積雪状況の確

認をしたところ、まだ大丈夫だということで判

断をいたしまして、その後、２月７日に屋根の

雪のおろしと、あとセンターの周辺の雪を除雪

するというようなことで山に登ったところ、ヒ

ュッテの正面入り口並びにその右側の屋根が壊

れていたということで、教育委員会の方に報告

があったところであります。その後、除雪等を

行って、緊急に措置をさせていただいたところ

であります。 

 そのようなことで大変な大雪で、こちらとし

ても点検の回数がちょっと少なかったのかなと

いうことで反省をいたしているところでござい

ます。以上です。 

○蒲生光男議長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ほかに質疑もないので質疑を終

結し、討論を行います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 討論もないので採決いたします。 

 議案第50号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男議長 起立全員であります。よって、

議案第50号は、原案のとおり決定いたしました。 

 ここで、昼食のため暫時休憩いたします。再

開は午後１時といたします。 

 

 

   午後 ０時０３分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○蒲生光男議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 

 

 日程第１２ 議案第５１号 長井市監 

 査委員の選任について 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第12、議案第51号 

長井市監査委員の選任についての１件を議題と

いたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第51号 長井市監査委員の

選任についてご説明申し上げます。 

 本案は、大沼 久議員を議会から選任する監

査委員に選任いたしたく、ご提案申し上げるも

のでございます。よろしくご同意賜りますよう

お願い申し上げます。 

○蒲生光男議長 提案者の説明が終わりました。 
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 ここで、地方自治法第117条の規定により、

大沼 久議員の退席を求めます。 

  （14番大沼 久議員退席） 

○蒲生光男議長 本案は人事案件でありますので、

質疑、討論は省略し採決をいたします。 

 議案第51号の１件について、原案に同意する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男議長 起立全員であります。よって、

議案第51号は、原案に同意することに決定いた

しました。 

 大沼 久議員の復席を求めます。 

  （14番大沼 久議員復席） 

○蒲生光男議長 大沼 久議員に申し上げます。 

 あなたを監査委員に選任することに同意いた

しましたので、告知いたします。 

 

 

 日程第１３ 置賜広域行政事務組合 

 議会議員の選任について 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第13、置賜広域行政

事務組合議会議員の選任についての１件を議題

といたします。 

 置賜広域行政事務組合規約第５条第２項の規

定により、議長及び議員２名の３名を選任する

ことになっておりますので、議長を除く議員２

名の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきまして

は、地方自治法第118条第２項の規定により指

名推選の方法により行いたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

指名推選の方法により行うことに決定いたしま

した。 

 お諮りいたします。指名の方法につきまして

は、議長において指名することにいたしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

指名の方法は、議長において指名することに決

定いたしました。 

 置賜広域行政事務組合議会議員に、13番、髙

橋孝夫議員、15番、小関勝助議員をご指名いた

します。 

 お諮りいたします。ただいまご指名いたしま

した髙橋孝夫議員、小関勝助議員を置賜広域行

政事務組合議会議員の当選人と定めることにご

異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

ただいまご指名いたしました髙橋孝夫議員、小

関勝助議員が置賜広域行政事務組合議会議員に

当選されました。 

 当選されました２名の方が議場におられます

ので、本席から会議規則第32条第２項の規定に

より告知いたします。 

 

 

 日程第１４ 西置賜行政組合議会議 

 員の選挙 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第14、西置賜行政組

合議会議員の選挙を行います。 

 西置賜行政組合規約第６条の規定により、議

員４名の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきまして

は、地方自治法第118条第２項の規定により指

名推選の方法により行いたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

指名推選の方法により行うことに決定いたしま
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した。 

 お諮りいたします。指名の方法につきまして

は、議長において指名することにいたしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

指名の方法は、議長において指名することに決

定いたしました。 

 西置賜行政組合議会議員に、４番、今泉春江

議員、６番、竹田博一議員、７番、我妻 昇議

員、12番、渋谷佐輔議員をご指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいまご指名いたしま

した今泉春江議員、竹田博一議員、我妻 昇議

員、渋谷佐輔議員を西置賜行政組合議会議員の

当選人と定めることにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

ただいまご指名いたしました今泉春江議員、竹

田博一議員、我妻 昇議員、渋谷佐輔議員が西

置賜行政組合議会議員に当選されました。 

 当選されました４名の方が議場におられます

ので、本席から会議規則第32条第２項の規定に

より告知いたします。 

 

 

 日程第１５ 置賜広域病院組合議会 

 議員の選挙 

 

 

○蒲生光男議長 次に、日程第15、置賜広域病院

組合議会議員の選挙を行います。 

 置賜広域病院組合規約第５条の規定により、

議員３名の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきまして

は、地方自治法第118条第２項の規定により指

名推選の方法により行いたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

指名推選の方法により行うことに決定いたしま

した。 

 お諮りいたします。指名の方法につきまして

は、議長において指名することにいたしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

指名の方法は、議長において指名することに決

定いたしました。 

 置賜広域病院組合議会議員に、８番、大道寺 

信議員、10番、佐々木謙二議員、16番、蒲生光

男をご指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいまご指名いたしま

した大道寺 信議員、佐々木謙二議員、蒲生光

男を置賜広域病院組合議会議員の当選人と定め

ることにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

ただいまご指名いたしました大道寺 信議員、

佐々木謙二議員、蒲生光男が置賜広域病院組合

議会議員に当選されました。 

 当選されました３名の方が議場におられます

ので、本席から会議規則第32条第２項の規定に

より告知いたします。 

 最後にお諮りいたします。本臨時会において

議決されました議案の中で、条項、字句、数字

その他整理を要するものについては、会議規則

第43条の規定によりその整理を議長に一任願い

たいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男議長 ご異議なしと認めます。よって、

整理を要するものについては、その整理を議長

に一任することに決定いたしました。 

 

 

   閉     会 
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○蒲生光男議長 これをもって平成23年第３回長

井市議会臨時会を閉会いたします。 

 ご協力まことにありがとうございました。 

 

 

    午後 １時０９分 閉会 
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